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主論文 

Neuropathological asymmetry in argyrophilic grain disease 

（嗜銀顆粒性疾患における神経病理学的左右差） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は高齢者連続開頭剖検例を用いて、嗜銀顆粒性疾患の病理学的左右差および形

態・機能画像の左右差を検討したものである。その結果、嗜銀顆粒性疾患は高頻度に病理

学的左右差を呈し、その左右差は形態画像、機能画像に反映され、さらにアルツハイマー

病と比較してより高頻度に認められ、疾患特異性があることが判明した。本論文の内容は、

認知症の臨床病理学的解析の分野で、嗜銀顆粒性認知症が病理学的に左右差を伴い、それ

が形態機能画像に反映されることを示し、臨床診断の一助となる可能性を示したものであ

り、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 


